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2   KODAMA 　 

青梅在住の高校生カートレーサー

奥住 慈英さん

　青梅市東青梅在住の奥住慈英さん（東海大
菅生高校１年・15）は、カートレースの最高峰、
全日本カート選手権ＯＫクラス参戦を今シー
ズンから開始する。レースへの意気込みと魅力
について元レーサーの父、英徳さん（54）を交
えてお話しを伺った。

　小学１年からカートの世界へ。５年生時にはジュニア
カート選手権東西統一競技会で２位、「MAXカデットク
ラス」では日本一に輝いた。その後、日産ＳＧＴドライバー
の本山哲氏が総監督を務めるレーシングカートチーム
「ＴＥＡＭ　ＭＯＴＯＹＡＭＡ」に所属。着実に成長を続
ける期待の星だ。
　２０１５年（中学２年生）では、鈴鹿サーキットで開かれ
たカートレース「ＲＯＴＡＸ　ＭＡＸ　ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ(Ｒ
ＭＣ)」日本一決定戦に出場。ジュニアクラス、シリーズラン
キングで２位を獲得、中学2年時にはイタリア・ナポリで開
催されたＲＯＴＡＸ　ＭＡＸ世界大会へ日本代表として
出場した。ＲＭＣは、オーストリアのＲＯＴＡＸ社が制定す
る世界統一規則のレース。50か国以上でシリーズ戦が
開催され、日本でも人気を誇る。
　2017年は欧州3カ国でCIK、FIAアカデミートロフィー
のOKJr、クラス（欧州限定）に日本代表として、ベル
ギー、フランス、フィンランドを転戦した。
　日本との違いは？「レース運びが違いました。そこで
突っ込んでくるのか？という所で勝負してくる。日本で同じ
走りをしたら警告を出されたりして（笑）。現地で「うちの
チームでやらないか？」と誘われて自分の戦い方に自信も
持ちました。いつかF-1のパイロットとして世界で走ってみ
たいですね」と慈英さんは貴重な経験をしたようだ。

ジュニアクラスを制して海外遠征。欧州のレース魂を体感。

へ。順位によってポイントを獲得し各地を転戦して年間
10レースの総合ポイントを争う。OKクラスは大手スポン
サーの支援を受けて上位を占めるベテランもいるが、あ
えて大人とトップを競い合う選択に慈英さんは胸躍らせ
ていた。
　レースのポイントと日頃のトレーニングは？と尋ねると、
「最高スピードで１３０キロを超える時もあります。ポイント
は早く曲がるために、どうブレーキをかけていくかです」と
英徳さん。「毎日10キロは走ります。体幹を鍛えることも大
切です。１レース、約25分位で勝敗は決まりますが、何度
も集中して走るので体力勝負。集中力が途切れると一
瞬でトップから落ちます。身体に掛かるG（重力）を首と握
力、背筋、腹筋で抑えて曲がります。F-1より体幹が必要
かもしれませんね」と慈英さん。
　「夏場は気温、路面温度が上昇して前に走ったライン
と少し外さないとスピードが出ません。『路面が重くなる』
為に、タイヤ一つ分外してラインを取る。感覚的ですが、
そこを攻められるかが勝敗を分けます」と英徳さん。動
作交えて語る親子の目が鋭さを増した。

　マシンの性能が大きいF-1より、カートは総合力が勝負を
分けると父、英徳さん。車体性能、エンジン、タイヤの選択、
マウスピースの調整、そして運転技術と体力が組み合わ
さって、カートレースは最後まで駆け引きが展開される。
　１レースで、一周約1分のコースを25.6周走る。タイムト
ライアル、予選レースでスタート順位が決まり、決勝レース

醍醐味はチームの総合力

　小学４年生頃までは仕事を終えた英徳さんと名栗の
カート場に通った。最近の練習は静岡県、御殿場のサー
キットになった。慈英君にとって先輩レーサーの父親と二
人三脚で戦っている。
　「現役時代、抜かれる年下のレーサーは皆カート出
身。小さい頃から走ってないとダメなんだと痛感しまし
た。今はもっぱら運転手。プロのコーチにお任せしていま
す」と英徳さんは成長した息子の姿に嬉しそうだ。
　家族は危ないと言わない？という質問に「意外に安全
で大事故は一度もなかった。母はハラハラする経験をし
ていたから、小さい頃は器械体操を勧めていましたが、
今では一番の応援団で熱心さは有名です。姉達もサー
キットに来てくれて負けると『なんでもっと突っ込まなかっ
た』と怒られます」（笑）。
　「スポンサーさん始め、いろんな人の応援で走ってい
ることに感謝です。ライバルの皆からも、たくさんの事を
学びます。全てを力に変えて、最後まで諦めない。誰より
も気持ちを強く臨もうと思っています」と参戦に向けての
慈英さんの走る喜びが伝わってきた。

全てに感謝して夢をつかみたい

J i e i  O k u z u m i

（聞き手＝源泉部会・西多摩新聞社　柴崎記賢）

強い気持ちをサーキットにぶつける！
全日本カート選手権に挑戦　

路面と間近を滑るように走るカート。夏場が最もテクニックに差が出るという

全てを力に変えて、最後まで諦めない。
誰よりも気持ちを
強く臨もうと思っています。
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３
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各
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こ
と
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と
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催
な
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外
国
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治
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な
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。

課
題
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決
し
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来
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に
つ
な
げ
る
の
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の
日
本
外

交
の
有
り
様
で
は
な
い
か
」と
結
び
終
了
し
ま
し
た
。

元
外
相
の
岸
田
文
雄
氏 

日
本
の
外
交
を
語
る

「
西
多
摩
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」開
催

青梅法人会主催の「西多摩ふれあい講演会」が２月24日、羽村市生涯学習センターゆ
とろぎにて開催され、元外務大臣で自民党政務調査会長の岸田文雄氏が「外交問題に
ついて」と題して講演。北朝鮮や中国、ロシアなどを巡る日本外交の現状と直面する課
題を語り、経営者など450人が耳を傾けました。

日
本
外
交
３
つ
の
課
題

五
輪
ま
で
日
本
の
底
力
発
揮
を

加藤会長のあいさつ

岸田氏の学校の後輩にあたる井
上信治衆議院議員。講演会の立
役者でもある。

会
場
か
ら
も
熱
心
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
講
演
会
後
半

田
村
利
光
都
議
、西
多
摩
首
長
も
勢
揃
い

参加者からの質問に答えて

水源地、土地の外国人所有の不安が
あるが、国としての対策は？
法治国家として契約は成立するが、
安全保障上重要と思われる国土が
我々の手で管理できないことは問題。
差別的な対応は相手国の行動が変
わってしまうので、政治的にバランス
を取っていくことが重要と思われる。

２０２０年以降の経済をどうみてい
るか？
日本経済の基礎的な力がどうなる
か？とりわけ消費税アップに対応でき
る環境の整備が重要だと思われる。

Q.1

A.1

Q.2

A.２

岸田さんは1993 年の衆議院議員総選挙で初
当選し８期連続当選。2007年、第一次安倍改
造内閣で内閣府特命担当大臣として初入閣
し、第二次安倍内閣では外務大臣を 4 年８か
月務め、戦後最長を記録した。

4   KODAMA 　 
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。
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縄
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０
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５
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6   KODAMA 　 

　青梅法人会では本年度、青年部会・女性部会が講師を務め、14 の
小学校に出向き、この春卒業された６年生を対象に２３回の租税教室を
開催いたしました。
　関係各位におかれましては多大なるご協力を賜り、誠にありがとうござ
いました。受講された皆さん、中学校でも元気に過ごしてください。
　今後とも法人会の租税教室をよろしくお願い申し上げます。

　
白
井
さ
ん
は
絵
は
が
き
作
品
に
つ
い
て「
税
金
が
公
園
や
公
共
施

設
に
使
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
作
っ
て
い
ま
す
。ハ
ガ
キ
制
作
で

は
笑
顔
の
構
図
を
工
夫
し
ま
し
た
。租
税
教
室
で
税
の
大
切
さ
が
分

か
り
、こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
知
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
竜
崎
署
長
は「
租
税
教
室
や
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
税

の
大
切
さ
や
役
割
が
多
く
の
児
童
に
広
ま
り
、物
の
大
切
さ
や
家
族

を
敬
う
思
い
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【笑顔がモチーフ。白井さんの作品】　

平
成
29
年
度

青
梅
法
人
会

税
務
署
で
初
！
小
学
生
が
一
日
署
長

　
平
成
30
年
２
月
14
日
に
行
わ
れ
た
青
梅
法
人
会
主
催

の
２
０
１
７
年
度
租
税
教
室
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」審
査
会
で
、
作
品
が
青
梅
税
務
署
長
賞
と

学
校
最
優
秀
賞
、
東
京
法
人
会
連
合
会
コ
ン
ク
ー
ル
出

品
作
品
に
選
ば
れ
た
白
井
愛
美
さ
ん
（
羽
村
市
立
小
作

台
小
６
年
）が
２
月
28
日
、「
一
日
税
務
署
長
」に
就
任
、

確
定
申
告
さ
中
の
同
署
で
Ｐ
Ｒ
役
を
務
め
ま
し
た
。

　
民
間
人
が
一
日
税
務
署
長
を
務
め
る
の
は
初
め
て
だ
と
い
い
ま
す
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、西
多
摩
所
在
の
小
学
６
年
生
向
け
に
同
法
人

会
が
実
施
し
た
租
税
教
室
実
施
校
か
ら
３
０
９
点
の
応
募
が
あ
り
、

白
井
さ
ん
の
作
品
は
青
梅
税
務
署
長
賞
は
じ
め
数
々
の
部
門
で
入

賞
し
ま
し
た
。

　
一
日
署
長
の
企
画
は
竜
崎
署
長
の
ア
イ
デ
ア
。当
日
は
竜
崎
署
長

を
は
じ
め
、加
藤
会
長
や
河
野
利
江
同
会
副
会
長
、井
上
シ
ヅ
ヱ
同

会
副
会
長（
女
性
部
会
長
）、
中
村
匠
同
校
長
に
白
井
さ
ん
の
家
族

も
出
席
し
て
晴
れ
の
大
役
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。（
＝
写
真
上
）

租
税
教
育
の
取
り
組
み
で
納
税
意
識
を
醸
成

青梅市立友田小学校
６年 山本 佳奈さん

白井さんは一日署長の感想を「社会人になれた気がしました。
家族も驚き喜んでくれました」と照れながら話してくれました。

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

入 賞 作 品

最優秀賞

瑞穂町立瑞穂第三小学校
６年 田中 柚羽さん最優秀賞

瑞穂町立瑞穂第四小学校
６年 佐藤 実香さん最優秀賞

羽村市立羽村西小学校
６年 濱田 恋奈さん

最優秀賞

東 京 都 八 王 子
都 税 事 務 所 長 賞

羽村市立小作台小学校
６年 白井 愛美さん

最優秀賞

青梅税務署長賞

ご卒業おめでとうございます。
2017 年度 租税教室講師一同

2.17　福生 2小
須藤講師

2.7　青梅友田小
酒井講師

1.20　福生第 4小
鈴木講師

1.26　瑞穂 3小
田中講師

3.1　青梅 5小
島田講師

1.20　羽村東小
小野講師

1.19　羽村西小
佐藤講師
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10   KODAMA 　 

　平昌パラリンピックでは金メダルの有力候補にあげら
れるなど日本中から注目が集まった森井さん。大会前に同
市役所で催された激励会では「自信を持って大会に臨み、
金メダルを持ち帰りたい」と意気込みを示していました。
　その他の森井さんの平昌大会での成績は、スーパー大
回転が８位、スーパーコンビと大回転は途中棄権となった
が、最終種目の男子回転では１本目を５位、２本目に順位
を上げて４位入賞を果たしました。
　大会中、地元のあきる野市では森井さんの出場競技を
市役所内に設けたパブリックビューイングで中継しまし
た。最終競技となった男子滑降では、市民や市職員らが集
まり森井さんのレースを見守り「よし、大丈夫だ」、「早い、
早い、いけるぞ」と熱のこもった声を上げ、森井さんに声
援を送っていました。
　森井さんは、12年のワールドカップでは日本人初とな
る全種目総合優勝し、13年世界選手権では５種目中３種
目で金メダルに輝き、16―17年のワールドカップでは２
年連続３度目の年間総合優勝を果たすなど世界トップ選
手として活躍しています。
　パラリンピックには２００２年のソルトレイクシティ大会
から出場しており、これまでに銀4銅１を獲得しています。
また、あきる野市から市民栄誉賞を贈られています。
　今大会で４大会連続の銀メダル獲得と大活躍となった
森井さんの、今後の活躍から目が離せません。

　平昌パラリンピック冬季競技大会に出場した、
チェアスキーヤーであきる野市在住の森井大輝さ
ん（37、トヨタ自動車）。今大会を含め５大会連続
のパラリンピック出場となった森井さん。今大会は
５種目にエントリーし、男子滑降で２大会ぶりの銀
メダルを獲得しました。

　土田さんは、日本人初の夏季・冬季パラリンピック金
メダリストで車いすマラソン世界記録保持者です。後援
会では逆境や困難を乗り越えた経験や、結婚、出産を経
て現在も現役選手として活躍している原動力などにつ
いて語り、「今を受け入れ、今を越える～出会い、そして
挑戦～」をテーマに講演しました。
　土田さんは、「以前、都の職員として青梅市の都合同
庁舎に勤めていた時、羽村市を通り職場に行っていた
ため懐かしい」と話していました。
　土田さんは１９９８年の長野パラでは金2銀2、計4つ
のメダルを獲得。99年から車いす陸上競技に転向し、
04年のアテネ・パラでは、５千㍍で金メダルを獲得。日
本人初の夏冬パラリンピックでの金メダリストです。
　講演では「20年の陸上競技の中、挑戦し乗り越える
ことで成長することができた。これも、同じ方向に向か
い喜びも悲しみもわかちあう家族があってこそ。今後
も、自身の可能性を広げ頑張っていきたい」と話した土
田さん。昨年からトライアスロン競技にも挑戦し、２０２０
年東京パラの出場も視野に入れていると話していまし

オリンピック・パラリンピック ピックアップ

４大会連続銀メダル獲得、
あきる野市在住
チェアスキーヤー森井大輝さん
平昌パラリンピックで大活躍

　稲田さんは、姉の影響もあり小学校２年生から新
体操を始め、全日本中学校選手権大会で個人総合・
種目別で優勝を皮切りに世界選手権団体総合４位。
高校３年の２０００年、シドニーオリンピックに日本代表
として出場し、団体総合６位の成績を収めています。
　02年に現役引退後、06年にはマッスルミュージカ
ルに入団し、07年にはラスベガス公演に参加。現在
は、「運動を通してたくさんの可能性を広げてほし
い」と、親子体操や講演活動を通してスポーツの素
晴らしさを伝える活動を行っています。
　「夢への挑戦」と題し講話した稲田さんは、新体操
や出場したシドニーオリンピックを振り返りました。
地元出身のオリンピックの選手の話に真剣に耳を傾
けていた生徒たち。稲田さんは「どんな夢でも人生
にとって夢を持つことは大切。適っても適わなくても
努力の過程が生きていく時に役立つ武器になる。経
験は財産です。くじけず、腐らず夢へ挑戦してくださ
い」と、生徒に向けてエールを送っていました。

「経験は財産。努力は生きる武器になる」
青梅出身のオリンピアン　新体操・稲田亜矢子さんが講演

夏季・冬季パラリンピックの金メダリスト　
土田和歌子さんが講演
　東京都の職員として青梅市で仕事をしていたことから、西
多摩に縁のあるパラリンピアンの土田和歌子さん。羽村市男
女共同参画講演会に登壇しました。

　青梅市出身で、シドニーオリンピック新体操
で日本代表として出場した稲田亜矢子さん
(36)が、福生市立福生第三中学校(尾暮亮校
長、生徒数２８３人)を訪れ講演会と新体操体験
を行いました。

羽村市

福生市

Olympic 2020
Go to Tokyo 

※情報提供：西多摩新聞社

大会中は市役所内で森井さんのレースを
多くの市民が見守った

大会前の市役所での激励会の様子
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ズームアップでは西多摩でのさまざまな出来事や地域の活性化、新しい取り組みを、人や団体、企業などに注目して紹介しています。

　西多摩を一つの魅力ある生活の場として紹介し
た「西多摩に暮らす」（西多摩を考える会 著・伊藤
博元会長）が２月28日に完成。「遊んで、住んで、は
たらく、ここにしかない、東京の四季」を副題にした
同書は、地域企業経営者の思いを取材した「西多
摩ではたらく」、伝統文化春夏秋冬の自然や行事、
楽しみ方を記した「四季を楽しむ」、漁業、林業、農
業関係者を取材した「東京西多摩暮らし」を３つの
軸に人物と最新の情報が網羅されています。
　取材編集を担当したけやき出版の小崎奈央子
社長は「過去の経験の中でも一、二を争う難産の末
の作品。人の暮らしや思いを中心に構成しました。
個性的な皆さんとの出会い、四季を通じて取材した
日々が思い出されます。熱い思いをどこまで表現で
きたか…」と語ってくれました。
　「こんな思いで地域で暮らしていたのか！」と人々
の会話が弾む、改めて関係を深めてくれる内容ば
かり。
　少し外側から西
多摩を観るという取
材スタッフの目線で
紹介されているイベ
ントや祭事の内容
は、観光客にも訪れ
る喜びを深めてくれ
ます。

　平成 30 年３月30日、青梅市東青梅の同市福祉
センターで書籍「西多摩に暮らす」の出版記念パー
ティーが開催され、西多摩市町村の行政、経済、観
光団体関係者約 70 人が完成を祝いました。
　伊藤博元「西多摩を考える会」会長は「平成 27
年９月30日の会発足以来、さまざまな会話を経て完
成することができた。これから西多摩発展を考えてい
く足掛かりになればと思う。広域的に力を合わせる時
代。今後も思いを一つに会を進めていけたら」と関係
者の労をねぎらっていました。
　経過報告にあたった加藤和夫副会長（青梅法人
会会長）からは「会のメンバー同士が互いのことを知
らないところから出版のアイデアが持ち上がりました。
都心に近い立地、自然と歴史と文化、東京の 26％を
占める面積、多国籍の外国人が暮らす地域特性、
圏央道に囲まれた交通網など「東京の田舎・西多
摩の凄い強み」を理解して地域が連携していくことを
出版のコンセプトに書籍はまとめられています。
　今後の方向性として、先日視察に訪れた広島県を
中心に瀬戸内海で展開されている地域事業（＝瀬
戸内ブランドコーポレーション構想）の考えを見本に
してはどうか…」と展望を語っていました。
　今回の出版事業の資金調達においては新しい試
み、クラウドファンディングを実施。約２百万円をネット
で集めたといいます。企業、団体等の協賛、約２百万
円と合わせ３千部が完成。千部が地域の書店、ネット
販売でも扱われています。

Ｂ５判１４４頁、
定価１２００円税別、
編集、発行「けやき出版」

奥多摩で建設業を営む佐久間建設を紹介した頁は、
江戸時代からの西多摩の役割と地域発展の歴史を感じる内容

漁協を訪ねて釣りの楽しみ、魚の美味しさの秘密を紹介した頁。
載せきれなかったお話が、まだたくさんあるんですと小崎社長は語る

パーティー会場で取材の日々を振り返る佐久間建設社長 佐久間一三氏
とけやき出版編集スタッフ

西多摩暮らしの思いと喜びを書籍で発信
「西多摩に暮らす」が完成

西多摩地域８市町村の四季の自然伝統文化、その地で働く人々の思い、様々な楽
しみ方、喜びを網羅した「西多摩に暮らす」が、平成 30 年２月末に発行されまし
た。大手の出版社が作るガイドブックとは一味違った同書籍の魅力を紹介します！

生
活
の
場
と
し
て
西
多
摩
を
Ｐ
Ｒ
す
る
本

平成２７年９月の同会発足を報じる報
道記事。少子高齢化、地域間競争に立
ち向かうために「西多摩を一つの単位
として考え取り組めないか？」をテーマ
に会発足が呼びかけられた。「西多摩
新聞」２０１５年１０月９日号１面より

西多摩を考える会発足から２年半かけ完成
起点は「お互いを知らない」から

同会発足からの足跡を振り
返り、謝辞を伝える「西多摩を
考える会」伊藤会長

祝辞を送る田村利光都議。元
青梅法人会青年部会長でも
ある都議は「各地域の宝（＝
点）をまとめあげて「面」として
完成させた素晴らしい書籍。
自分も足を運び、汗をかき、都
政と全国に西多摩をＰＲして
いきたい」と語った

出版経緯と今後の同会ビジョ
ンを語る加藤副会長

完成を祝う「西多摩を考える会メンバー」。地域政治関係者、経済団体、農林漁業関係者など西多摩地域の２１団体で組
織されている ( 写真は来賓も含む）

雪降る中の奥多摩取材。「寒かったけど民
話の宿・荒澤屋の温かいお料理がしみま
した」と小崎編集長

※「西多摩に暮らす」の問い合わせはブックスタマなど近隣書店の他同会事務局（青梅法人会内、０４２８・24・８８６３）まで。
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元気アップだより

医師の仕事と聞いて多くの人が
思い浮かべるのは、実際に患者
さんに接し、病院で診察や治療
を行う医者の姿ではないでしょ
うか。そのような医師は、いわゆ
る「臨床医」と呼ばれています。
臨床医の仕事は、まず患者さん
を診察することから始まります。
来院した患者さんから症状を聞
きとり、心音を聴いたり体温を
測ったり皮膚の状態を確認した
りして、不調の原因を探ります。

　「毎日、仕事や家事に負われ、疲れて運動できない。」という声を
よく耳にしますが、みなさんはいかがですか？実は、疲れている時
こそ軽い運動をする方が不活動な状態で過ごすよりも疲労回復
の効果は高い！と言われています。
　これを、積極的休養（アクティブレスト）と呼びます。
　身近な例えでは、クールダウン（整理運動）が当てはまります。激
しい運動の後に安静にした場合と軽めの運動をした場合では、後

者の方が疲労物質である乳酸が早く除去されることや、軽い運動をすると痛みを和らげたり
幸福感・満足感を得られることも知られています。
　筋肉をほぐすと、不思議と身体がちょっと軽くなったり、気分がスッ

キリするのを体感されると思います。具体的な方
法としては、ラジオ体操や有酸素運動、水中運
動、マッサージ、アイシングなどがおすすめです。
疲れたときこそ、アクティブレストを意識して疲れ
と上手に付き合いましょう！

ピロリ菌はすべての人にいるわけではありません。ピロリ菌は乳幼児期までに初感染するこ
とから、出生した時代の衛生環境と関連するといわれています。ピロリ菌は酸素を好まない
嫌気性菌に近いため、汚染された水が原因である可能性が指摘されており、近年上下水道
が整備され、1950年代には60歳以上で80%以上あった感染率が2010年当院の調査では
60歳以上で44%、50歳代38.1%、40歳代24.8%、30歳代では16.8%と低下しています。
日 本 人 の ピ ロ リ 菌 感 染 者 は お よ そ 6,000 万 人 と い わ れ て い ま す が 、50
歳 代 以 上 で 感 染 し て い る 人 の 割 合 が 高 い と いわれ、当院で除菌を受けた年代
は健診を受けた方が多い年代と同様で、50歳～60歳代の人が多く認められました。

ピロリ菌の感染者は何％くらい？

疲れたときこそ　
アクティブレスト医療法人

社団
保健指

導部

新町クリ
ニック

山川太郎
ABC病院

先生

参考文献 産業保健と看護 2018 vol.10 no.2 p31 マイナンバー制度と
国民の利益①

　マイナンバーの運用が始まってから２年が経過し
ました。そこで、憲法上、このマイナンバーと国民の
利益（プライヴァシー権）について、検討しようと思い
ます。あくまでも私見であることをご了承ください。 
　現状、税額の算定や社会保障の算定・給付に必
要な各種の個人情報は様々な行政機関に跨って存
在しています。しかし、このマイナンバーによるデー
タマッチングを用いることにより、期待される効果と
して、第1に、公平・公正な社会の実現、第2に、国民
の利便性の向上、第3には、行政の効率化があると
されています。（注1） 
　マイナンバーそのものは以前から国民に付番され
ていた納税番号等と変わらず、単なる数字の羅列で
すので、番号そのものが機密性の高い重要な情報
ではありません。しかし、不正なデータマッチング等
が行われると、重大なプライヴァシー侵害が懸念さ
れます。 
　プライヴァシーの権利は、アメリカで19世紀末
に、私人間の不法行為法上の法的利益の一つとし
て提唱されたのが始まりです。日本でも不法行為法
上の権利としてプライヴァシーの権利が受け入れら
れましたが、その後の学説では、国民の基本的人権
の一つとして憲法13条の幸福追求権の中に認めら
れるべきであるとされています。（注2）（注3） 
　当初、プライヴァシーの権利は「一人にしておいて
もらう権利」や「私生活をみだりに公開させられな
い権利」といった消極的な権利と定義されていたの
ですが、現代の情報化社会における国家は個人情
報を収集・保有・利用する最大組織となっており、個
人情報への介入の危険度が増した現代において
は、「自己に関する情報をコントロールする権利」と
とらえる積極的な権利としての見解が通説となって
います。（注4）この自己情報コントロール権説はプ
ライヴァシーの権利を、「個人が道徳的自立の存在
として、自ら善であると判断する目的を追求して、他
者とコミュニケートし、自己の存在にかかわる情報
を開示する範囲を選択できる権利として理解すべ

きとするもの」としています。（注5） 
この説によれば、公権力が個人の意思に反して接触
を強要し、その人の道徳的自立の存在にかかわる
情報（プライヴァシー固有情報）を取得し、あるい
は、利用や開示する行為は原則的に禁止される行
為となります。また、公権力が個人の道徳的自立の
存在に直接かかわらない外的事項に関する個別情
報（プライヴァシー外延情報）に、正当な目的のため
に正当な方法で取得し、利用ないし開示する行為
は直ちにプライヴァシーの権利侵害とはいえません
が、そのような外的事項も悪用され、集積されると
きには個人の道徳的自立の存在に影響を及ぼすも
のとしてプライヴァシーの権利の侵害の問題が生じ
るとされます。（注6）したがって、この権利の保護に
は、法律により公権力に対して、個人情報の取得収
集、保有及び利用の各段階において規制を加える
とともに、公権力がどのような個人情報システムを
保有するかについて公表することを義務づけ、私た
ち国民に公権力の保有する記録についてのアクセ
ス権および訂正・削除要求権を付与する必要があ
ります。（注7） 

（注1）内閣官房広報資料（注2）佐藤幸治「憲法」445頁
（注3）同448頁（注4）工藤達郎・畑尻剛・橋本基弘「憲
法」106頁（注5）佐藤幸治「憲法」453・454頁（注6）佐
藤幸治「現代国家と人権」490頁（注7）前掲（5）455頁

プライヴァシー権について

個人
情報

プライバシ
ー

Internet

個人番号カード
12345678910
◯◯ ◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

税のコラム

税と暮らしを
   考えよう

税理士久保田先生の

久保田昌章税理士事務所　税理士 久保田昌章
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羽村東西支部 (2 月 21 日 )

■ 新入会員歓迎会・賀詞交歓会

■ 女性部会　  土鈴制作 (12 月 4 日 )

　　　　　　　税務署長講話 (2 月 1 日 )

青梅南部支部 春のクラシック演奏会 (3 月 3 日 )

■ 普通救命講習■ ビジネスサポーター研修　

■ 支部事業

利益アップのための経営戦略と経営計画 (1 月 24 日 )

日の出支部 (3 月 16 日 )

ボウリング大会
　　( 於 ) 青梅市 西東京レーン

瑞穂第二支部 いちご狩り (3 月 19 日 )

( 於 ) 瑞穂町 くりりんベリー

補助金セミナー (2 月 9 日 )

(2 月 8 日 )
( 於 )　青梅市 スイートプラム すずらんの間

( 於 ) 青梅市 繭蔵

(1 月 19 日 )

（一部 12月開催）
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■ 女性部会　  土鈴制作 (12 月 4 日 )

　　　　　　　税務署長講話 (2 月 1 日 )

青梅南部支部 春のクラシック演奏会 (3 月 3 日 )

■ 普通救命講習■ ビジネスサポーター研修　

■ 支部事業

利益アップのための経営戦略と経営計画 (1 月 24 日 )

日の出支部 (3 月 16 日 )

ボウリング大会
　　( 於 ) 青梅市 西東京レーン

瑞穂第二支部 いちご狩り (3 月 19 日 )

( 於 ) 瑞穂町 くりりんベリー

補助金セミナー (2 月 9 日 )

(2 月 8 日 )
( 於 )　青梅市 スイートプラム すずらんの間

( 於 ) 青梅市 繭蔵

(1 月 19 日 )

（一部 12月開催）
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青梅法人会　新入会員のご紹介 ( 平成３０年１月〜３月 )
※一部 12 月入会を含む　　　　

所属支部 事業所名 代表者 業  種

青梅第一
大雄企画 大谷秀雄 内外装工事
㈱清水商事 清水偉大 運送業

青梅第二 テーラー内山 内山英紀 オーダースーツ販売

青梅東部

㈱輝 岩城輝雄 葬儀業
㈱ミトモネーム 鈴木仁大 名札・看板
美光印刷㈱ 加羽澤光輝 印刷業
内田建設 内田　稔 建築業
スナック夢 早川繁夫 飲食業
井上信治事務所 井上信治 衆議院議員事務所

青梅南部

HAIRSTAGE 銀の翼 阿部潤一 理容・毛髪診断
Dining 剛田屋 髙山大樹 飲食店 ( 居酒屋 )
吉澤ワイン商店 吉澤和雄 ワイン販売
西尾工務店 西尾　武 大工
美食屋いし野 石野和昭 飲食業
菊池歯科医院 菊池　卓 歯科医院

奥多摩
天益 滝島わか子 飲食店 ( 居酒屋 )
釜めし　なかい 宮野洋一 飲食店
㈱大野設備工業所 大野　勉 設備業

羽村東
㈱アシス 大和田正樹 人材派遣
㈱住宅情報館 峰岸章典 不動産業
㈱テクノランドコーポレーション 清水孝志 電子機器製造

羽村西 Lounge Dear 河野和菜 飲食業
福生 ㈱明晴インターナショナル 畢 　煜 日本語学校経営・留学サービス

瑞穂第一

エンディール㈱ 宮前清美 キッチンカー
アートプランニング㈱ 篠田貴弘 印刷業
㈱ミータン 杉浦みゆき 美容機器販売
佐藤正光 佐藤正光 飲食店
㈱エコプレゼンス 片岡靖奈理 古紙回収業
㈱アリヤ工業 ジャハンバジグジャニサデグ 解体工事・修理・運搬

瑞穂第二
江戸川工芸 角屋和宏 看板製作
社会福祉法人常盤会 丹下芳典 福祉サービス

秋川
合同会社 flexible style 脇坂友和 整骨院
㈲おつど塗装 乙戸康博 建設

五日市 ㈱ YOSHIZO 金村芳昭 飲食店

日の出
酒亭　照和 小川美和 飲食業
ベルフローラ 横沢 知子 生花販売

■　■　■　■　■　■　■　　青梅法人会会員の皆様へ　　■　■　■　■　■　■　■　
～第 7 回 通常総会が 6 月 4 日に開催されます～

当会の最重要事業である通常総会が６月４日に開催されます。議案書と出欠のハガキを本誌
に同封いたしましたのでご確認ください。尚、出欠については５月２１日を締切とさせてい
ただきます。( ご欠席の場合も返信願います ( 委任状 ) お早めに投函いただきますよう、ご協
力のほどよろしくお願い申しあげます。（事務局）
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あたたかいお葬儀 良質なワインのお取り寄せ
㈱ 輝 ( てる )　- ひまわりセレモニー 吉澤ワイン商店

営業時間 24 時間 365 日対応／定休日無し
住所青梅市新町 5-26-26　TEL.0120-915-760 
FAX.0428-78-0527 ／ E-mail info@himawari-ceremony.tokyo
URL http://www.himawari-ceremony.tokyo

営業時間 AM8:30 〜 PM4:00 ／ 定休日 日曜日
住所 青梅市新町 3-49-1 レクセル小作パークス 306 
 TEL.0428-27-5349 ／ FAX.0428-27-4941 ／
E-mail info@chaiyoshizawa.com　URL https://chaiyoshizawa.com

ひまわりセレモニーでは故人様・ご遺
族様のご希望・お気持ちを一番に思い、
あたたかいお葬儀を執り行えることに
努めております。またもしもの時とい
うのは突然やってきます、その時慌て
ない様にまた皆様の思ったお葬儀が安
心して行えるように事前相談をおすす
めしております。価格は低くいですが！
想いは何処よりも高いです。

都内でのソムリエ経験を基
に 2015 年 1 月に開業しま
した。飲食店様への業務卸
しと、個人のお客様へのＷ
ＥＢ通販をしています。現
在、来年春の出店計画にむ
け準備中です。 ワインの事
でしたら何でもお気軽にお
問い合わせください。

新入会員 ＰＲコーナー 0428-24-8863青梅法人会に入会されて１年以内の新入会員の方
に、１回限り無料ＰＲをしていただけるコーナーです。

こだまの封入作業「お手伝い」のお願い

毎回限られた人数での作業となってお
り、人員は多ければ多いほど助かります。
ご協力いただける方がいらっしゃいまし
たら、事務局までご連絡頂ければ幸いで
す。皆様のご理解とご協力をお願いいた
します。（事務局　Tel. 0428-24-8863）

1 年に 3 回発行の「こだま」は、どんな内容をお届けする
かということを毎回広報委員と事務局、制作会社の会議を
経て決定しています。特に今号はリニューアルして、より
多くの方に手に取っていただけるよう表紙イメージなど一
新いたしました。
また毎回印刷出来た「こだま」を会員のみなさんにお届け
するための封入作業も、広報委員・大同生命・アフラック・
AIG 保険・事務局の有志により、手作業で行っています。

青梅法人会 情報誌「こだま」編集室から
～「こだま」がお手元に届くまで～

※毎回研修センターにおいて、午前中に作業をし、
　お昼をとって解散という流れとなっています。
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